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　石油にかわる環境に優しい新たなエネルギー資源として木質バイオマスが注目され、製
材工場で発生する残廃材や建築廃材の利用が始まっています。しかし、地形が複雑で急峻
な我が国では、森林内で発生する森林バイオマスを効率的に収穫する方法がないため、放
置されているのが現状です。そこで、急傾斜地を安全に、安定して走行することができる
モノレールの技術を応用して、森林内に散在する森林バイオマスや間伐材を効率的に集め
ることができる森林資源収穫機械を開発しました。

背景と目的

簡易レールによる新たな森林資源収穫システムを開発！

森林資源収穫機械の開発
　森林内に散在する森林バイオマスや間伐材を効率的に
集めるためには、機動性や簡便性に優れ、多目的に利用
できる機械の開発が必要です。そこで、以下の機械・装
置を開発しました。
簡易レール：アルミ部材を使用して重量を軽くし、設置

や移動が簡便な構造を持ったレール
収穫車両（写真１）：油圧ウインチを搭載し、ワイヤロ

ープで森林バイオマスや間伐材をレール沿いま
で木寄せする車両

運搬車両（写真２）：森林内から土場まで森林バイオマ
スや間伐材を無人で自動輸送する車両

敷設装置（写真３）：レールを支える支柱を地面に打ち
込む油圧ハンマーを装備したレール敷設作業用
装置

積込装置（写真４）：木寄せされた森林バイオマスや間
伐材を運搬台車の荷台に積み込むための装置

収穫機械の性能
　各車両の最大登坂能力は 35 度、運搬車両の走行速度
は 33m/ 分で、作業員 2 名によって収穫作業が行えます。

レールの敷設･撤去試験を行った結果、レール敷設作業
の能率は平均 123m/ 日（図１）、撤去作業の能率は平
均 122m/ 日が得られ、既存の運搬用モノレールの 1.5
倍の速さでレールを敷設することができます。

収穫システムの適用範囲
　森林バイオマスと間伐材を同時に収穫する作業シミュ
レーションの結果、レールの総延長距離が 300m まで
が本収穫システムの適用範囲であり、200m 前後がもっ
とも効率の良いことが明らかとなりました。また、上げ
荷 20m、下げ荷 20m となるレール配置が最適であり、
この時の生産性は 5.60m3/ 人･日となりました（図２）。
　本収穫システムを導入することにより、傾斜や立地条
件により集材作業が困難であった林地においても、水平
距離 300m 以下の範囲で集材が可能となります。また、
間伐材のみならずバイオマス資源の有用な搬出手段とし
て期待できます。

　本研究は、農林水産省先端技術を活用した農林水産研
究高度化事業「簡易レールを用いた森林資源収穫システ
ムの開発」による成果です。 
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図 2　収穫作業シミュレーション
伐区面積 6.4ha において、上げ荷集材はウインチ、下げ荷
集材は人力による巻き落しを行い、積込装置を 20m 間隔
で移動させた場合の、生産性と最大レール延長距離（適用
範囲）を算出しました。

写真 1　収穫車両 写真 2　運搬車両による端材の運搬

写真 3　敷設装置と簡易レール 写真 4　積込装置による間伐材の
運搬車両への積み込み

図 1　傾斜ごとのレール敷設作業の能率
簡易レールの敷設作業の能率と運搬用モノレールに使用
される 1 本レールの敷設作業効率を比較しました。




